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で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
政
府
は
新
制

度
施
行
目
前
の
３
月
20
日
、
子
育
て

支
援
施
策
の
更
な
る
強
化
、
若
年
齢

層
で
の
結
婚
・
出
産
の
希
望
の
実
現

な
ど
働
き
方
の
改
革
を
盛
り
込
ん
だ

「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」
を
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
変
わ
る
の
は
子
育
て
支

援
制
度
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
27

年
度
は
、
暮
ら
し
に
係
る
様
々
な
制

度
も
変
わ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
年
金

支
給
額
の
伸
び
を
賃
金
の
上
昇
よ
り

低
く
抑
え
る
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ

ド
」
が
初
め
て
実
施
さ
れ
ま
す
。
子

育
て
支
援
が
強
化
さ
れ
る
一
方
で
は

年
金
の
目
減
り
、
食
品
な
ど
家
計
の

負
担
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、

子
や
孫
へ
の
結
婚
、
出
産
、
育
児
費

用
の
贈
与
が
非
課
税
に
な
る
制
度
も

創
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の

た
め
に
、こ
こ
は
「
大
事
争
う
べ
し
、

些
事
構
う
べ
し
」
と
も
思
う
次
第

で
す
。

   

３
・
11
の
惨
事
を
活
か
す
工
夫
を

　

３
月
上
旬
（
７
日
・
８
日
）、
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｐ
日
本
委
員
会
が
福
島
県
南
相

馬
市
に
お
い
て「
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
の
幼
稚
園

や
保
育
所
の
先
生
方
が
参
加
し
、
放

                  

　　　　                        Apr.

             

平
成
27
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

公
益
社
団
法
人  

日
本
仏
教
保
育
協
会

　
理 

事 

長
　
緑
谷  

一
雄

　
　
　

　

平
成
27
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
卒
園
・
入
園
の
送
迎
に
気
遣
う

慌
た
だ
し
い
季
節
で
す
が
、「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
行
方

に
も
目
が
離
せ
な
い
年
度
に
な
り
そ

う
で
す
。
第
３
次
安
倍
内
閣
発
足
時

の
施
政
方
針
で
、
安
倍
首
相
は
戦
後

以
来
の
大
改
革
の
断
行
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。
経
済
再
生
・
社
会
保
障
は

じ
め
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
再
生
に

も
大
き
く
踏
み
込
み
「
子
ど
も
た
ち

誰
も
が
自
信
を
持
っ
て
学
び
成
長
で

き
る
環
境
を
創
る
の
は
わ
れ
わ
れ
の

責
務
で
あ
る
」
と
し
て
、
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
と
い
う
未
曾
有

の
大
改
革
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

   

新
制
度
施
行
の
功
罪

　

平
成
24
年
８
月
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」
の
成
立
以
来
、
子

育
て
会
議
、
基
準
検
討
部
会
等
で
い

ろ
い
ろ
な
対
応
が
討
・
協
議
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
に
お
い
て
、

収
入
減
が
予
想
さ
れ
る
と
し
て
、
多

く
の
認
定
こ
ど
も
園
が
認
定
を
返
上

す
る
動
き
が
出
て
き
た
の
は
周
知
の

通
り
で
す
。
子
育
て
会
議
・
基
準
検

討
部
会
で
は
公
定
価
格
の
改
善
策
な

ど
を
政
府
に
提
示
し
認
定
返
上
へ
の

対
応
策
を
打
ち
出
し
て
き
ま
し
た

が
、
歯
止
め
の
効
果
は
大
し
て
期
待

射
能
災
害
以
降
３
年
間
の
保
育
の
実

態
、
地
域
や
家
族
、
子
ど
も
た
ち
の

生
活
な
ど
の
報
告
を
基
に
グ
ル
ー
プ

別
に
分
か
れ
て
真
剣
な
討
議
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
宮
城
・
福
島
の
復
旧
に

つ
い
て
は
未
だ
途
上
に
あ
っ
て
、
住

民
の
ご
苦
悩
は
続
い
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

ま
た
、
放
射
能
被
災
地
域
の
幼
稚

園
・
保
育
所
が
交
渉
を
進
め
て
い
る

電
力
会
社
と
の
補
償
問
題
も
遅
々
と

し
て
進
ま
ず
、
苦
し
い
対
応
を
強
い

ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
３
・

11
の
惨
事
は
永
劫
、
忘
れ
去
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
帰
ら
ぬ
犠
牲
者
の

霊
を
安
ん
じ
る
た
め
に
も
、
震
災
時
へ

の
対
応
を
私
た
ち
は
肝
に
命
じ
て
取

り
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
と
心
得
ま
す
。

　

「
第
34
回
全
国
仏
教
保
育
福
島
大

会
」
は
、
平
成
28
年
夏
に
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

福
島
は
原
発
事
故
発
生
時
に
は
被

災
地
域
の
私
立
幼
稚
園
や
保
育
所
の

在
園
児
５
０
０
人
が
入
園
を
取
り
止

め
ま
し
た
。
３
年
を
経
た
今
も
、
我

が
子
の
将
来
を
案
じ
て
他
県
に
住
む

ご
家
族
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
そ
う

し
た
影
響
を
受
け
て
厳
し
い
園
運
営

   

「
第
34
回
全
国
仏
教
保
育
福
島

   

大
会
」
に
集
お
う

   

「
仏
教
保
育
」
が
担
う
子
ど
も

   

た
ち
の
明
る
い
未
来
に

が
続
く
状
況
の
中
で
、
仏
保
園
13
園

が
結
束
し
て
「
公
益
社
団
法
人
日
本

仏
教
保
育
協
会
福
島
支
部
」
が
昨
年

５
月
に
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
各
位
も

周
知
の
通
り
で
す
。

　

吉
岡
棟
憲
先
生
（
福
島
県
仏
教
保

育
協
会
会
長
／
日
仏
保
福
島
支
部

長
）は
厳
し
い
現
状
の
中
で
、ス
タ
ッ

フ
の
先
生
方
と
共
に
第
34
回
全
国
仏

教
保
育
福
島
大
会
の
準
備
を
進
め
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
先
生
は
、「
地

域
に
相
応
し
い
背
丈
に
見
合
っ
た
大

会
に
し
た
い
」
と
、
企
画
を
立
案
さ

れ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
も
出
来
る
限

り
の
あ
と
押
し
を
さ
せ
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
来
夏
は
大
勢

の
保
育
者
が
福
島
に
集
わ
れ
る
こ
と

を
乞
い
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。
併

せ
て
、
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

〝
慈
悲
と
縁
起
〞
に
基
づ
い
た
「
生

命
尊
重
の
保
育
」
を
推
進
す
る
「
仏

教
保
育
」
の
理
念
は
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
の
主
た

る
担
い
手
が
私
立
の
仏
保
園
で
あ
る

こ
と
も
永
遠
に
不
変
で
す
。
手
を
携

え
て
「
ほ
と
け
の
子
」
ら
を
育
て
て

ま
い
り
ま
し
ょ
う
。　
　
　

合　

掌
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木
浪
志
穂
（
函
館
大
谷
短
期
大
学
・
北
海
道
）

就
職
先
＝
学
校
法
人 

函
館
大
谷
学
園
（
北
海
道
）

田
中
祐
理
（
札
幌
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
・
北
海
道
）

　
就
職
先
＝
恵
庭
幼
稚
園
（
北
海
道
）

柳
谷
友
里
恵
（
帯
広
大
谷
短
期
大
学
・
北
海
道
）

　
就
職
先
＝
木
野
南
保
育
園
（
北
海
道
）

渡
辺
望
月
（
聖
和
学
園
短
期
大
学
・
宮
城
県
）

　
就
職
先
＝
中
田
幼
稚
園
（
宮
城
県
）

國
永
詩
織
（
足
利
短
期
大
学
・
栃
木
県
）

　
就
職
先
＝
足
利
幼
稚
園
（
栃
木
県
）

橋
本
侑
佳
（
立
正
大
学
社
会
福
祉
学
部
・
埼
玉
県
）

　
就
職
先
＝
建
福
寺
幼
稚
園
（
埼
玉
県
）

牧
野　

薫
（
聖
徳
大
学
・
千
葉
県
）

　
就
職
先
＝
亀
戸
幼
稚
園
（
東
京
都
）

斎
藤
愛
里
（
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
・
千
葉
県
）

　
就
職
先
＝
篠
崎
若
葉
幼
稚
園
（
東
京
都
）

清
水
美
季
（
こ
ど
も
教
育
宝
仙
大
学
・
東
京
都
）

　
就
職
先
＝
宝
仙
学
園
幼
稚
園
（
東
京
都
）

吉
見
悠
奈
（
聖
徳
大
学
幼
児
教
育
専
門
学
校
・
東
京
都
）

　
就
職
先
＝
聖
徳
学
園 
三
田
幼
稚
園
（
東
京
都
）

野
村
香
織
（
淑
徳
短
期
大
学
・
東
京
都
）

　
就
職
先
＝
じ
ょ
う
え
ん
保
育
園
（
埼
玉
県
）

小
山
愛
実
（
駒
沢
女
子
短
期
大
学
・
東
京
都
）

　
就
職
先
＝
清
心
幼
稚
園
（
神
奈
川
県
）

小
山
紗
希
（
武
蔵
野
大
学
・
東
京
都
）

　
就
職
先
＝
清
心
幼
稚
園
（
神
奈
川
県
）

中
澤
琴
羽
（
鶴
見
大
学
短
期
大
学
部
・
神
奈
川
県
）

　
就
職
先
＝
光
輪
幼
稚
園
（
神
奈
川
県
）

増
田
梨
奈
（
常
葉
学
園
短
期
大
学
・
静
岡
県
）

　
就
職
先
＝
学
校
法
人
法
城
学
園
（
静
岡
県
）

櫻
木　

舞
（
愛
知
文
教
女
子
短
期
大
学
・
愛
知
県
）

　
就
職
先
＝
剱
正
幼
稚
園
（
愛
知
県
）

木
下
奈
々
（
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
短
期
大
学
部
・
岐
阜
県
）

　
就
職
先
＝
さ
ゆ
り
保
育
園
（
岐
阜
県
）

勝
城
亜
弓
（
高
田
短
期
大
学
・
三
重
県
）

　
就
職
先
＝
さ
く
ら
幼
稚
園
（
三
重
県
）

川
口
久
美
子
（
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
・
京
都
府
）

　
就
職
先
＝
田
上
保
育
園
（
滋
賀
県
）

鈴
木
優
奈
（
京
都
文
教
短
期
大
学
・
京
都
府
）

　
就
職
先
＝
松
尾
幼
稚
園
（
京
都
府
）

平
林
眞
由
子
（
龍
谷
大
学
短
期
大
学
部
・
京
都
府
）

　
就
職
先
＝
め
ぐ
み
保
育
園
（
滋
賀
県
）

吉
田
佳
代
（
京
都
西
山
短
期
大
学
・
京
都
府
）

　
就
職
先
＝
妙
林
苑
（
京
都
府
）

烏
頭
尾
香
織
（
京
都
女
子
大
学
・
京
都
府
）

　
就
職
先
＝
西
大
寺
幼
稚
園
（
奈
良
県
）

木
下
果
奈
美
（
京
都
華
頂
大
学
・
京
都
府
）

　
就
職
先
＝
松
ヶ
崎
保
育
園
（
京
都
府
）

田
舛
奈
央
（
華
頂
短
期
大
学
・
京
都
府
）

　
就
職
先
＝
七
条
幼
稚
園
（
京
都
府
）

乾　

実
加
（
佛
教
大
学
・
京
都
府
）

　
就
職
先
＝
西
大
寺
保
育
園
（
奈
良
県
）

竹
森　

優
（
四
天
王
寺
大
学
短
期
大
学
部
・
大
阪
府
）

　
就
職
先
＝
四
天
王
寺
非
田
院
保
育
園
（
大
阪
府
）

丸
山
莉
紗
（
兵
庫
大
学
短
期
大
学
部
・
兵
庫
県
）

　
就
職
先
＝
認
定
こ
ど
も
園 

西
脇
保
育
園
（
兵
庫
県
）

池
田
美
咲
（
筑
紫
女
学
園
大
学
・
福
岡
県
）

　
就
職
先
＝
あ
か
さ
か
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
（
佐
賀
県
）

西
山
明
里
（
筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大
学
部
・
福
岡
県
）

　
就
職
先
＝
青
竜
保
育
園
（
福
岡
県
）

谷
口
由
紀
（
九
州
龍
谷
短
期
大
学
・
佐
賀
県
）

　
就
職
先
＝
杉
の
子
保
育
園
（
鹿
児
島
県
）

西　

美
咲
（
東
九
州
短
期
大
学
・
大
分
県
）

　
就
職
先
＝
認
定
こ
ど
も
園 

東
九
州
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園
（
大
分
県
）
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テ
ー
マ

  

「
放
射
能
災
害
下
の
保
育
実
践
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
の
育
ち
」

　
　

〜
地
域
・
家
族
・
子
ど
も
の
今
か
ら
考
え
る
〜

　
　
　
　
　

  

平
成
27
年
３
月
７
日(
土
）
・
８
日
（
日
）

　
　
　
　
　

﹇
会　

場
﹈
社
会
福
祉
法
人  
よ
つ
ば
保
育
園
ホ
ー
ル
（
福
島
県
南
相
馬
市
）

 

第
５
回 

Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
in  

福
島 

開
催
！

　
　
　

放
射
能
災
害
下
の
保
育
実
践
４
年
目

　

３
月
26
日
、
日
本
仏
教
教
育
学
会
主
催
で

標
記
の
研
究
会
が
駒
澤
大
学
中
央
講
堂
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
人
々
の
「
心
の

ケ
ア
」
に
対
し
て
宗
教
が
果
た
す
役
割
の
大

き
さ
が
改
め
て
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の

と
お
り
で
す
。
被
災
地
や
病
院
、
福
祉
施
設

な
ど
で
活
躍
で
き
る
専
門
家
と
し
て
「
臨
床

仏
教
師
」
や
「
臨
床
宗
教
師
」
を
養
成
し
よ

う
と
す
る
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。
日
本
仏
教
教
育
学
会
で
は
こ
う
し
た

動
向
に
着
目
し
、
い
く
つ
か
の
養
成
団
体
の

代
表
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、
取
り
組
み
の

現
状
報
告
、
今
後
の
展
望
等
に
つ
い
て
研
究

を
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
を
招
き
、
質
疑
形
式
で
一

般
公
開
と
し
て
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
、パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
ら
れ
た
の
は
、

神　

仁
先
生
（
臨
床
仏
教
研
究
所
上
席
研
究

員
）
と
前
田
伸
子
先
生
（
鶴
見
大
学
副
学
長
）

の
お
二
人
で
す
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
は
蓑

輪
顕
量
先
生
（
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
が

当
た
り
、
司
会
は
矢
島
道
彦
先
生
（
日
本
仏

教
教
育
学
会
会
長
、
駒
澤
大
学
客
員
教
授
）

が
担
当
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
蓑
輪
先
生
は
仏
教
思

想
史
、
日
本
仏
教
の
研
究
家
と
し
て
知
ら
れ

て
お
り
、
仏
教
の
教
理
形
式
、
法
会
に
お
け

る
唱
導
と
論
議
の
研
究
な
ど
は
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
３
時
間
に
わ
た
る
質

疑
が
展
開
さ
れ
、
人
間
の
情
操
に
焦
点
を
当

て
た
教
育
、
福
祉
の
在
り
方
や
心
の
ケ
ア
に

つ
い
て
仏
教
界
へ
の
提
言
な
ど
、
熱
の
こ

も
っ
た
質
疑
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

因
み
に
、
臨
床
仏
教
研
究
所
は
、
公
益
社

団
法
人
全
国
青
少
年
教
化
協
議
会（
全
青
協
）

に
属
す
る
総
合
的
な
教
育
機
関
で
、
宗
教
者

が
果
た
す
べ
き
役
割
や
公
益
性
の
高
い
寺
院

の
活
動
に
つ
い
て
も
探
求
し
て
い
ま
す
。

「
第
２
回 

仏
教
教
育
学 

研
究
会
」
開
く
！

 

テ
ー
マ

「
ケ
ア
の
現
場
で
私
た
ち
に
は
何
が
で
き
る
の
か
」

      

〜  

臨
床
仏
教
師
・
臨
床
宗
教
師
の

                                       

養
成
事
業
の
現
状
と
今
後
の
展
望  

〜
　
　
　

  

平
成
27
年
３
月
26
日
（
木
）
／
駒
澤
大
学
中
央
講
堂
（
東
京
・
世
田
谷
区
）

　

去
る
３
月
７
日
・
８
日
の
両
日
、
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｐ
日
本
委
員
会
に
よ
る
標
記
の
保
育
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
福
島
県
南
相
馬
市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
３
月
の
開
催
か
ら
１
年
。
あ
の
放

射
能
災
害
か
ら
４
年
目
を
迎
え
る
今
、
再
び

南
相
馬
市
で
の
開
催
で
し
た
。

　

地
域
の
現
在
の
姿
を
目
で
見
、
肌
で
感
じ

な
が
ら
、
放
射
能
災
害
４
年
目
の
保
育
の
実

態
と
、
地
域
や
家
族
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
、

遊
び
等
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
し
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
参
加
者
と
共
に
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
の
保
育
環
境
の
在
り
方
、

今
後
必
要
と
思
わ
れ
る
支
援
な
ど
に
つ
い
て

協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

開
催
挨
拶
の
あ
と
、
は
じ
め
に
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｐ

日
本
委
員
会
か
ら
『
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
世
界
大

会
』
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
、
地
元 

南

相
馬
市
を
は
じ
め
近
隣
の
保
育
関
係
者
（
青

葉
幼
稚
園
・
安
川
園
長
、
よ
つ
ば
保
育
園
・

高
倉
保
育
士
、
よ
つ
ば
保
育
園
・
近
藤
副
園

長
ら
の
各
先
生
）
か
ら
３
年
間
に
お
け
る
保

育
実
践
を
は
じ
め
、
家
庭
や
地
域
の
現
状
な

ど
の
話
題
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
地

域
の
保
育
園
・
幼
稚
園
の
先
生
方
を
囲
ん
で
、

提
供
さ
れ
た
話
題
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
必
要

と
思
わ
れ
る
支
援
等
に
つ
い
て
白
熱
し
た
討

議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
日
、
農
家
の
民
宿
に
泊
ま
っ
た
一
行

は
、
翌
８
日
、「
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ツ
ア
ー
」

で
各
所
を
見
学
し
ま
し
た
。「
奇
跡
の
一
本

松
」
や
小
高
沿
岸
部
、
保
育
園
な
ど
、
文
字

通
り
目
で
見
、
肌
で
感
じ
た
ツ
ア
ー
だ
っ
た

よ
う
で
す
。
二
日
間
で
し
た
が
、
放
射
能
災

害
の
惨
（
む
ご
）
さ
を
体
感
し
た
実
り
あ
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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東
京
仏
教
保
育
協
会
（
安
藤
文

隆
委
員
長
）
は
３
月
31
日
、
神
田
寺

幼
稚
園
（
東
京
都
千
代
田
区
）
を

会
場
に
標
記
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
都
内
の
仏
教
園

に
就
職
し
た
新
任
の
教
諭
・
保
育
士

を
対
象
に
例
年
こ
の
時
期
に
行
わ
れ

る
も
の
で
、
今
回
は
50
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
会
場
に
は
80
名
近
い

新
任
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
安
藤
委
員
長
の
主
唱

で
三
帰
依
文
が
斉
唱
さ
れ
、
続
い
て

同
委
員
長
よ
り
「
早
朝
か
ら
ご
苦
労

様
で
す
。
皆
さ
ん
の
正
面
の
額
に
飾

ら
れ
て
い
る
仏
さ
ま
は
弥
勒
菩
薩
様

で
す
。
弥
勒
菩
薩
は
仏
教
の
二
大
原

則
で
あ
る
『
慈
悲
の
心
』
と
『
優
し

さ
の
心
』
で
衆
生
の
世
界
を
守
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
仏
様
で
す
。
一

日
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
す
べ
て
が
仏
様
の
教
え
に

よ
っ
て
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
学

び
、
慈
悲
と
優
し
さ
で
子
ど
も
た
ち

を
導
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。

　

次
い
で
、
会
場
を
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
た
神
田
寺
幼
稚
園
園
長
の
友
松

浩
志
先
生
か
ら
「
弥
勒
菩
薩
様
は
、

ど
の
宗
派
に
も
属
さ
な
い
仏
様
で

す
。
誰
も
が
同
じ
仲
間
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
き
ょ
う
の
ご
縁
を
大
切

に
さ
れ
、
知
り
合
っ
た
先
生
た
ち
と

共
に
子
ど
も
た
ち
に
好
か
れ
る
保
育

者
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
弥
勒
菩
薩

様
も
、
お
喜
び
に
な
ら
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
」
と
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
い
て
、（
公
社
）
日
本
仏

教
保
育
協
会
理
事
長
の
緑
谷
一
雄
先

生
か
ら
は
「
桜
の
花
が
満
開
の
季
節

で
す
。
や
が
て
椿
が
咲
き
、
牡
丹
の

花
が
開
き
ま
す
。
桜
は
散
る
と
言
い

ま
す
ね
。椿
は
落
ち
る
と
言
い
ま
す
。

牡
丹
は
崩
れ
る
と
言
い
ま
す
。
花
に

も
い
ろ
い
ろ
言
い
方
が
あ
り
、
観
方

が
あ
り
ま
す
。
先
生
と
い
う
お
仕
事

は
『
子
ど
も
を
観
る
』
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
好
天
に
恵
ま
れ
て
心
地
良

い
研
修
日
和
と
な
り
ま
し
た
。
明
日

か
ら
は
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
先
生
と

呼
ば
れ
ま
す
。
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
き
ょ
う
の
こ
の
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
保
育
に
当
た
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
激
励
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
初
の
講
義
は
、
石
上
善
應
先
生

（
淑
徳
短
期
大
学
学
長
）
の
「
仏
教

の
お
話
」。
満
月
の
日
に
釈
尊
は
生

ま
れ
、
悟
り
、
亡
く
な
っ
た
と
さ
れ

  
「
第
50
回
（
平
成
27
年
度
）
仏
教
保
育
研
修
会
」
開
く
！

                                                        

平
成
27
年
３
月
31
日
／
神
田
寺
幼
稚
園          

主 

催
：
東
京
仏
教
保
育
協
会

開   会   式

三帰依文

　　友松先生　　　　　安藤委員長

　　石上先生　　　　　緑谷理事長

　　小林先生　　　　　當麻先生

猪熊先生

小俣先生

　
　

司
会　
　
　
　
　

司
会

　
　

戸
田
先
生　
　

 

樋
口
先
生
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て
い
ま
す
。
こ
の
伝
承
か
ら
南
方
仏

教
徒
は
盛
大
な
祭
り
を
行
い
ま
す
」

と
冒
頭
で
言
い
、
お
釈
迦
様
の
険
し

く
厳
し
い
遍
歴
伝
道
者
と
し
て
歩
ん

だ
道
を
辿
る
お
話
で
し
た
。

　

続
く
講
義
は
、小
俣
昌
道
先
生（
ぷ

り
す
く
ー
る
西
五
反
田
園
長
）の「
仏

教
保
育
の
お
話
」。「
桃
太
郎
は
犬
・

猿
・
雉
を
共
に
連
れ
て
鬼
退
治
に
行

き
ま
す
」
か
ら
始
ま
り
、犬
は
正
直
、

猿
は
智
慧
、
雉
は
最
後
ま
で
や
り
抜

く
勇
気
を
指
す
物
語
で
す
と
述
べ
て

か
ら
、
五
戒
、
六
波
羅
蜜
な
ど
優
し

く
説
き
、『
乳
幼
児
の
教
育
・
保
育

と
仏
教
』
や
『
生
命
尊
重
の
保
育
』

な
ど
映
像
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く

説
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
の
最
後
は
、
當
麻
祐
紀

先
生
（
仰
願
寺
幼
稚
園
代
表
役
員
）

の
食
作
法
の
お
話
で
す
。「
ほ
と
け

様
に
使
え
る
私
た
ち
は
殺
生
し
て
は

い
け
な
い
と
説
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、『
本
当
に
生
き
る
た
め
に
、
今
、

こ
の
食
べ
物
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
』『
与
え
ら
れ
た
天
地
の
恵
み
に

感
謝
い
た
し
ま
す
』
と
、
食
す
前
に

こ
の
食
物
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
て
く
だ
さ
い
と
、
話
さ
れ

ま
し
た
。
因
み
に
、
當
麻
先
生
は
こ

の
５
月
か
ら
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
で

開
催
さ
れ
る
国
際
博
覧
会
（
万
博
）

「
テ
ー
マ
・
地
球
に
食
料
を
、
生
命

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
」
に
参
加
し
、
地

球
に
住
む
１
０
０
億
人
の
食
糧
事
業

等
に
つ
い
て
研
究
・
研
鑽
し
て
こ
ら

れ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　

◇

　

午
後
は
小
林
研
介
先
生
（
呑
龍
幼

稚
園
園
長
）
の
「
良
い
保
育
者
を
語

る
」
の
講
座
で
す
。
幼
稚
園
、
保
育

所
、
認
定
こ
ど
も
園
な
ど
施
設
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
が
、
内
容
は
大
し
て
変

わ
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
今
の
風
潮

の
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
、
子
ど

も
は
一
人
ひ
と
り
違
っ
て
い
る
。
そ

の
子
な
ら
で
は
の
特
性
を
活
か
し
、

伸
ば
す
こ
と
が
大
切
。
そ
の
た
め
に

は
「
良
い
保
育
者
に
な
る
こ
と
」
と

冒
頭
述
べ
、
そ
の
た
め
の
基
本
条
件

で
あ
る
チ
ッ
ク
の
設
問
等
の
資
料
を

配
布
し
、
知
識
と
技
術
に
つ
い
て
は

ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
自
園
の
子
ど
も

た
ち
の
園
生
活
を
見
せ
な
が
ら
、
優

し
く
説
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

研
修
の
最
後
は
、
猪
熊
弘
子
先
生

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
東
京
都
市
大

学
客
員
教
授
）
に
よ
る
「
子
ど
も
を

預
け
る
と
は 

｜
保
護
者
の
目
線
を

考
え
る
｜
」
と
い
う
講
座
で
す
。

　

猪
熊
先
生
は
保
育
所
・
幼
稚
園
で

起
き
た
事
故
な
ど
を
中
心
に
調
査

し
、
施
設
側
の
保
育
環
境
、
被
害
者

の
家
族
な
ど
当
事
者
に
取
材
し
て
事

故
の
原
因
を
探
り
、
社
会
に
問
う
仕

事
を
し
て
お
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
多

く
の
事
例
を
語
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
、
起
こ
る
べ

く
し
て
起
き
た
事
故
だ
っ
た
と
言
い

ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
現
代
の
子
育

て
事
情
や
保
護
者
同
士
が
抱
え
る
問

題
、
ク
レ
ー
マ
ー
が
起
き
る
原
因
な

ど
詳
細
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
先
生
は
、
高
層
ビ
ル
の
清

掃
（
窓
ふ
き
な
ど
）
す
る
人
の
言
葉

を
引
用
さ
れ
ま
し
た
。『
初
心
者
は
、・

ミ
ス
を
起
こ
さ
な
い
・
事
故
を
起
こ

さ
な
い
・
毎
回
怖
が
る
』
。
受
講
生

は
〝
初
心
の
心
を
大
切
に
し
よ
う
〞

と
感
じ
た
よ
う
で
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　

◇

　

こ
の
あ
と
の
閉
講
式
で
安
藤
委
員

長
か
ら
受
講
生
代
表
に
受
講
証
の
授

与
、
閉
会
の
言
葉
で
研
修
会
を
終
了

し
ま
し
た
。
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認
定
こ
ど
も
園  

あ
ず
ま
幼
稚
園

   

日
仏
保
理
事    　
　
　

  

丹
羽　

義
昭

   

園　
　

   

長

  

〒
340
・

0032　

埼
玉
県
草
加
市
遊
馬
町
４
３
０

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
４
８
・
９
２
５
・
１
７
４
１

　
　

   　

学
校
法
人　

麻
布
山
幼
稚
園

  

園
理
事
長　
　
　
　
　
　

麻
布　

真
海

  

〒
106
・

0046　

東
京
都
港
区
元
麻
布
１
・
６
・
21

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
３
・
３
４
５
３
・
６
７
１
０

　
　

       

学
・
亮
諦
学
園　

金
の
峯
幼
稚
園

   

日
仏
保
理
事
・
東
仏
保
委
員
長  

安
藤    

文
隆

  

真
言
宗
豊
山
派
会
長
・
園
長

  

〒
165
・

0022　

東
京
都
中
野
区
江
古
田
３
・
９
・
９

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
３
・
３
３
８
５
・
０
０
１
４

　
　

        　
　

北
港
学
園
保
育
所

   

日
仏
保
参
務    　
　
　

  

神
谷　

周
道

   

園
理
事
長

  

〒
554
・

0051　

大
阪
市
此
花
区
酉
島
３
・
26
・
11

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
６
・
６
４
６
１
・
７
８
４
９

　
　

      　
　
　

  

み
ど
り
幼
稚
園

   

日
仏
保
理
事
長　
　
　

  

緑
谷　

一
雄

   

園　
　
　

   

長

  

〒
272
・

0813　

千
葉
県
市
川
市
中
山
３
・
10
・
４

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
４
７
・
３
３
４
・
１
２
２
４

　
　

５
月
13
日
（
水
）
は
第
９
回
理
事
会
・
第
７
回
運
営
審
議
委
員
会
で
す
。

　
　

  

学
・
清
谷
学
園  

日
野
わ
か
く
さ
幼
稚
園

    

日
仏
保
運
営
審
議
委
員   　

清
水　

博
雅

   

園
理
事
長
・
園
長

  

〒
191
・

0034　

東
京
都
日
野
市
落
川
９
４
３

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
４
２
・
５
９
１
・
１
６
８
７

　
　
　
　
　

宗
教
法
人  

髙
安
寺
保
育
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

小
澤　
　

宏
  

〒
183
・

0021　

東
京
都
府
中
市
片
町
２
・
４
・
１

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
４
２
・
３
６
４
・
７
６
５
１

　
　
　
　
　

水
上
わ
か
く
り
こ
ど
も
園

  

園
理
事
長　
　
　
　
　
　

堪
山　

泰
学

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

堪
山　

泰
賢

  
〒
379 
・

1617  

群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
湯
原
９
８
５

　
　
　
　
　

電
話　

０
２
７
８
・
７
２
・
２
１
０
８

　
　
　
　
　
　

む
ら
さ
き
幼
稚
園

  

園
理
事
長
・
園
長　
　
　

家
田　

光
信

  

〒
617
・

0814　

京
都
府
長
岡
京
市
今
里
５
・
12
・
９

　
　
　
　
　

  

電
話

０
７
５
・
９
５
３
・
０
５
０
５

　
　

  
学
・
高
西
寺
学
園 

多
摩
み
ゆ
き
幼
稚
園

    

日
仏
保
副
理
事
長　
　

      

関
岡　

俊
二

   

園

理

事

長

  

〒
206 
・

0021　

東
京
都
多
摩
市
連
光
寺
２
・
24
・
６

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
４
２
・
３
７
４
・
６
０
４
０

　
　
　
　
　

平
泉
幼
稚
園

   

日
仏
保
参
務    　
　
　

  

岩
堀　

法
道

   

園
理
事
長

〒
314
・

0146　

茨
城
県
神
栖
市
平
泉
２
７
６
９

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
２
９
９
・
９
２
・
３
１
８
４

　
　

    　
　
　

神
田
寺
幼
稚
園

   

日
仏
保
運
営
審
議
委
員   　

友
松　

浩
志

   

園
理
事
長
・
園
長

  

〒
101
・

0021　

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
３
・
４
・
10

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
３
・
３
２
５
１
・
８
６
８
３

　
　
　

             　

瀬
田
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

山
科　

尚
巳

 

〒
158
・

0096　

東
京
都
世
田
谷
区
瀬
田
４
・
10
・
３

　
　
　
　
　

 

電
話　

０
３
・
３
７
０
０
・
０
９
４
０

　
　
　
　
　
　

言
問
幼
稚
園

  

日
仏
保
参
務　
　
　
　
　

小
林　

昭
彦

  

園　

    　

長　
　
　
　
　

小
林　

昭
寛

  

〒
131
・

0033  　

東
京
都
墨
田
区
向
島
５
・
４
・
４

　

　

　

　

　

 
 
 
6
t
y
t
5

電

話　 　
　
　
　

 

り
ん
で
ん
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

加
藤　

英
子

  

〒
567
・

0832　

大
阪
府
茨
木
市
白
川
１
・
11
・
１

　
　
　
　
　

   

電
話　

０
７
２
・
６
３
３
・
１
２
１
２

　

    
学
・
光
明
学
院  

伊
勢
原
ひ
か
り
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

佐
伯　

崇
興

 

〒
259
・

1133　

神
奈
川
県
伊
勢
原
市
東
大
竹
１
３
７
７

　
　
　
　
　

 

電
話　

０
４
６
３
・
９
２
・
８
８
８
２

　
　

        　
　

寿
福
寺
幼
稚
園

  

日
仏
保
常
務
理
事 　
　

      

髙
山　

久
照

  

園  

理  

事  

長

  

〒
179
・

0074　

東
京
都
練
馬
区
春
日
町
３
・
２
・
22

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
３
・
３
９
９
８
・
２
１
６
２

　
　

         

学
・
善
永
学
園  

光
輪
幼
稚
園

  

日
仏
保
常
任
理
事 　

       

髙
輪　

真
澄

  

園
理
事
長
・
園
長

  

〒
144
・

0047　

東
京
都
大
田
区
萩
中
１
・
12
・
７

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
３
・
３
７
３
２
・
８
７
８
１

　
　
　
　
　
　
　

ル
ン
ビ
ニ
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

原
山　

総
男

 

〒
380
・

0921　

長
野
市
栗
田
４
６
５

　
　
　
　
　

 

電
話　

０
２
６
・
２
２
６
・
７
６
８
５

　

        　
　
　

ま
や
幼
稚
園

  

日
仏
保
理
事    　
　
　

     

野
村　

定
弘

  

園
理
事
長

  

〒
047
・

0034　

北
海
道
小
樽
市
緑
１
・
23
・
８

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
１
３
４
・
３
２
・
５
４
４
９

　
　
　

      

社
会
福
祉
法
人  

よ
し
の
保
育
園

  

園
理
事
長　
　
　
　
　
　

増
澤　

秀
丸

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

増
澤　

正
見

  

〒
198
・

0064　

東
京
都
青
梅
市
柚
木
町
２
・
３
１
２
・
１

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
４
２
８
・
７
６
・
０
８
０
９

　

    

学
・
永
安
寺
学
園 

永
安
寺
学
園
幼
稚
園

    

日
仏
保
監
事    　
　
　

  

金
子　

聡
秀

   

園　
　

  

長

  

〒
157
・

0077　

東
京
都
世
田
谷
区
鎌
田
３
・
23
・
19

　
　
　
　
　

   

電
話　

０
３
・
３
７
０
９
・
０
４
０
０

　

                    

宗
・
安
養
寺 

光
徳
保
育
園

   

日
仏
保
運
営
審
議
委
員　

  

秋
山　

秀
阿

   

園　
　
　
　
　
　

長

  

〒
132
・

0035　

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
６
・
53
・
７

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
３
・
３
６
１
８
・
０
５
１
１

　
　
　
　
　
　
　

御
国
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

松
井　

大
圓

  

〒
710
・

0055　

岡
山
県
倉
敷
市
阿
知
３
・
20
・
７

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
８
６
・
４
２
５
・
０
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　

つ
わ
ぶ
き
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

審　
　

曉
美

  

〒
615
・

0882　

京
都
市
右
京
区
西
京
極
葛
野
町
４

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
７
５
・
３
１
３
・
３
６
６
３

　
　

  　
　
　
　

 

城
北
幼
稚
園

    

日
仏
保
副
理
事
長　
　

     

三
浦　

俊
彦

   

園　
　

        

長

  

〒
462
・

0022　

名
古
屋
市
北
区
川
中
町
６
・
11

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
５
２
・
９
８
１
・
１
３
８
６

　

        

学
・
瑞
鳳
学
園 

茂
庭
幼
稚
園  

お
た
ま
や
幼
稚
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ピ
ッ
パ
ラ
保
育
園

    

日
仏
保
理
事　
　

   

鎌
田　

文
惠

   

園
理
事
長
・
園
長

〒
980
・

0814　

仙
台
市
青
葉
区
霊
屋
下
23
・
５

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
２
２
・
２
２
７
・
４
２
９
２

   

大
巌
寺
文
化
苑 

大
巌
寺
幼
稚
園 

慈
光
保
育
園

  

苑　
　

主　
　
　
　
　
　

長
谷
川
匡
俊

  

〒
260
・

0812　

千
葉
市
中
央
区
大
巌
寺
町
４
５
７
・
５

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
４
３
・
２
６
１
・
５
９
９
７

　
　
　

    

公
認
宗
教
法
人  

常
徳
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

武
田　

治
恵

  

〒
156
・

0051　

東
京
都
世
田
谷
区
宮
坂
２
・
10
・
１

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
３
・
３
４
２
７
・
２
２
５
１

　
　
　
　
　
　

こ
ま
ど
り
幼
稚
園

  

園　
　

長　
　
　
　   

永
見　

俊
光

  

〒
164
・

0013　

東
京
都
中
野
区
弥
生
町
４
・
12
・
１

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
３
・
５
３
２
８
・
２
４
３
４

　
　
　
　
　
　

月
映
保
育
園

  

園　
　

長　
　
　
　
　
　

木
本　

龍
道

  

〒
134
・

0091　

東
京
都
江
戸
川
区
船
堀
６
・
９
・
30

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
３
・
３
６
８
９
・
０
３
４
０

　
　
　
　
　
　

兵
庫
県
仏
教
保
育
協
会

  

会　
　

長　
　
　
　
　
　

井
藤　

圭
湍

  

〒
652
・

0032　

神
戸
市
兵
庫
区
荒
田
町
３
・
17
・
１

　
　
　
　

       

電
話　

０
７
８
・
５
１
１
・
０
１
６
７

　

        　
　

パ
ド
マ
幼
稚
園

   

日
仏
保
理
事    　
　
　

  

金
子　

英
滋

   

園　
　

長

〒
380
・

0847　

長
野
市
若
松
町
１
０
２
８

　
　
　
　
　

  

電
話　

０
２
６
・
２
３
４
・
５
８
５
８
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事務局日誌

   

３
／
４　

「
仏
教
保
育
」「
仏
カ
リ
」
編
集
会
議

　
　
　
　

 

事
務
局
会
議

３
／
17    

「
ほ
と
け
の
子
」
編
集
会
議

私
立
幼
稚
園
の
受
け
皿
に
期
待
す
る

「
３
歳
の
壁
」

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
新
制
度
が
「
Go
！
」
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
何
か
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
何
か
は
期
待
で
き
る

こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

新
制
度
施
行
に
伴
い
、
待
機
児
童
対
策
の
た
め
の
０
〜
２
歳
児
に
向
け

た
保
育
施
設
が
増
え
て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は
「
待
機
児
童
ゼ
ロ
達

成
」
と
気
炎
を
あ
げ
、
更
な
る
増
加
を
見
込
ん
で
認
可
保
育
所
の
誘
致
を

進
め
る
な
ど
、
待
機
児
童
対
策
の
継
続
と
様
々
な
子
育
て
支
援
の
た
め
の

施
設
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
も
多
く
出
て
き
た
よ
う
で
す
。

　

他
方
、
保
育
園
探
し
の
保
護
者
の
間
で
「
３
歳
児
の
壁
」
と
い
う
言
葉

が
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
０
〜
２
歳
児
向
け
の
保
育
施
設
が

増
え
た
結
果
、
３
歳
児
以
降
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
は
預
け
先
に
苦
労

し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
低
年
齢
児
向
け
の
保
育
施
設
が
増
え
る
と
、

３
歳
児
以
降
の
受
け
皿
問
題
が
更
に
深
刻
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
大
都
市
近
郊
で
は
私
立
幼
稚
園
に
働
き
か
け
て
受
け
皿
づ
く
り
を
進

め
る
自
治
体
も
出
始
め
て
い
ま
す
。
認
可
保
育
所
を
作
る
財
源
に
も
限
度

が
あ
り
ま
す
か
ら
、
保
育
所
並
み
の
開
所
時
間
で
子
ど
も
を
預
か
る
私
立

幼
稚
園
に
対
し
て
助
成
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
で
は
、
小
規
模
保
育
施
設
を
運
営
す
る

事
業
者
に
対
し
て
も
３
歳
児
以
降
の
預
け
先
と
な
る
連
携
施
設
を
確
保
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。「
働
く
家
庭
の
支
援
に
も
な
る
し
、
長
い
目

で
見
れ
ば
園
児
を
確
保
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
」
と
の
幼
稚
園
側
の
声

も
あ
る
よ
う
で
す
が
…
。

■
今
年
も
春
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
幼
稚
園
・
保
育
所
で
は
、
送
り
出
す
寂

し
さ
と
迎
え
る
楽
し
さ
を
味
わ
う
「
別
れ
と
出
会
い
」
が
交
錯
す
る
季
節
で

す
。
新
し
く
迎
え
る
仲
間
た
ち
に
は
、
み
ん
な
で
仲
良
く
楽
し
く
遊
び
、
そ

し
て
大
き
く
巣
立
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
う
４
月
で
も
あ
り
ま
す
■
陰
暦

で
は
４
月
を
「
卯
月
」
と
言
い
ま
す
。
十
二
支
の
４
番
目
が
「
卯
」
に
あ
た

る
か
ら
な
ど
、
い
く
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
が
、
卯
の
花
が
咲
く
季
節
な
の

で
「
卯
の
花
月
」
を
略
し
た
と
す
る
説
が
有
力
の
よ
う
で
す
。
こ
の
「
卯
の

花
」
と
は
、垣
根
代
わ
り
の
境
界
線
に
咲
く
白
い
花
を
咲
か
せ
る
ウ
ツ
ギ
（
卯

木
）
の
こ
と
で
す
。
食
べ
る
「
お
か
ら
」
で
は
な
い
の
で
、
念
の
た
め
■
子

ど
も
の
声
が
騒
音
だ
と
、
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
「
都

民
の
健
康
と
安
全
を
確
保
す
る
環
境
に
関
す
る
条
例
」
で
は
、
住
宅
地
に
お

け
る
日
中
の
音
量
規
制
基
準
を
40
〜
45
デ
シ
ベ
ル
（
時
間
に
よ
っ
て
異
な
る
）

と
定
め
て
い
ま
す
。
子
ど
も
が
駆
け
足
す
る
時
と
か
歌
声
に
つ
い
て
は
50
〜

66
デ
シ
ベ
ル
と
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
幼
稚
園
や
保
育
所
で
は
、
こ
の

基
準
値
を
超
え
る
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
病
人
や
午
睡
中
の
高
齢
者
に
は

迷
惑
な
騒
音
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
そ
こ
は
…
？
■
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
で
も
踏
み
込
め
な
い
「
子
ど
も
の
騒
音
」。
ど
う
で
す
！
近
隣
の

大
人
た
ち
も
一
緒
に
大
声
を
張
り
上
げ
て
み
て
は
？
健
康
的
で
良
い
と
思
い

ま
す
け
ど
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｏ
・
Ｉ
）


